
 大阪労連 雇用とくらしを守ろう ニュース 
                                                        ＮＯ．１ 

大阪市北区錦町２－２ 国労会館１F 全大阪労働組合総連合  

ＴＥＬ ０６－６３５３－６４２１  ２００９・６・２４ 

  「大阪労連春闘共闘ニュース」はＮＯ３７を持って、今年は終了とします。ニュースでは、こ

の間、賃上げだけでなく、地域での雇用とくらしをまもる運動も紹介してきました。 

大阪労連は、「春闘共闘ニュース」発行を終了した後も、仲間の運動を紹介していくため、「雇

用とくらしを守ろうニュース」を発行することにしました。 
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建交労・地下鉄清掃分会の記者会見 ４紙で報道 

６月２３日夜、建交労地下鉄分会の労働者が行った、「働いても生

活保護以下」の記者会見には、ＮＨＫ以外に新聞社７社が参加。 

２４日、読売、朝日、毎日、産経の朝刊に掲載されました。産経

新聞の報道を転載します。 

６・７寝屋川かけこみ相談会 

 北河内では多くの製造業が一時帰休に入っていることが特徴で

す。ものづくりの先行きが見えてきません。 

 枚方を含む各地で「反貧困・生活１１０番」をとりくんできま

したが、寝屋川でも「市民かけこみ相談会｣を行い、寝屋川労連、

生権会、弁護士などのべ６０人が参加しました。２６件の労働相

談や生活相談が相次ぎました。 

 ４９歳の男性は勤めていた会社が合併で人員整理、ハローワー

クでは、求人一人に応募者６０～７０人という状況。３６歳の男

性は派遣会社を自己都合扱いで解雇され親元に居候中。この男性

は以前トヨタで約２年間派遣で働いていたそうです。２０歳代の

男性は建設会社を解雇されホームレス状態など、青年が希望を持

って働けるためにも労働組合運動の強化が必要だと感じました。

（北河内地区協 稲垣） 


